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ご卒業おめでとうございます！ 
 

小学部を卒業する３名の皆さん、中学部を卒業する６名の皆さん、高等部を卒業する７名の皆さん、

ご卒業おめでとうございます。 

小学部、中学部の卒業生は４月から新しい学部での生活が始まりますね。最初は不安もあると思い

ますが、自信をもって、次のステージへと踏み出してください。中学部・高等部の先輩や先生が、皆

さんと一緒に学習できることをとても楽しみに待っていますよ。 

高等部の卒業生は、この１年間「学生生活最後の…」を噛み締めてきたことと思います。12年間の

学校生活はどうでしたか？仲間と一緒に楽しんだこと、盛り上がったこと、悲しかったこと、悔しか

ったこと…様々な思い出が浮かんでくると思います。これから先、いろいろなことに戸惑い、つまず

くことがあるかもしれません。そんな時は、学校生活で共に学んだ仲間や先生のことを思い返してみ

てください。きっと、仲間や先生と共に過ごしてきたたくさんの思い出たちが、皆さんに元気をくれ

ることと思います。新天地での期待と不安が入り混じっていることと思いますが、進むと決めた進路

先で、自分自身でできる限りの努力をしつつ、周りの人にも力を借りながら、今もつ力を発揮して自

分らしく元気に進んでいってほしいと思っています。これからもずっと応援しています。 

 

 

〈令和６年度 高等部卒業生 進路先〉 

企業・事業所名 形態 仕事・活動内容 

作業所てんとう虫 就労継続支援Ｂ型 軽作業 

昭和町仲よし 就労継続支援Ｂ型 軽作業 

つづき 就労継続支援Ｂ型 軽作業 

うぃ～る 生活介護 軽作業、余暇活動 

いちばん星 生活介護 軽作業、余暇活動 

えくすぺ 就労移行 軽作業訓練 

倉敷中央病院 一般就労 物品の搬送等 

無印良品 一般就労 品出し等 

 

移行支援会議がありました 
高等部３年生は卒業前に移行支援会議を行います。本人、保護者、学校、進路先、相談支援事業所、

福祉事務所、ハローワーク、就業・生活支援センターなどの関係者が一堂に会し、本人が卒業後に地

域で生きがいのある豊かな生活を送ることができるよう、各所が連携して具体的な支援内容を検討す

る会です。３年生の生徒たちは、この先自分がどんな生活を送りたいか、職場でどのような働き方を

したいかなど、緊張しながらも自分の言葉で伝えることができました。 



 

「進路を考える会」のご参加ありがとうございました！ 
１月 16 日（木）に開催した「進路を考える会」では、本校学校医の大守伊織先生をお迎えして「学

校卒業後の進路準備～子どもの自立と新しい親子関係～」をテーマに、ご講演をいただきました。 

「『見守る』『信じる』『少しずつ手を離す』のバランスが鍵」というお話に、共感した、これから

できることをやってみたいという保護者の声をたくさんいただきました。少しですが紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校卒業生の保護者からも「無理かも…ではなく、何回もチャレンジすると本人の世界が広がりま

すよ」「失敗もまた経験です。こういうこともあるよねと許容範囲をいかに広げられるかが大事です」

「親がすべて把握して解決してやらなくてはと思いがちですが、周りの信頼できる人に任せて頼って

くださいね」などのアドバイスがあり、その場で紹介しました。お子様が様々なことに挑戦する経験

を重ねて少しずつ自立していくことができるよう、今後も一緒に考え、サポートしていきましょう。 

 

中学部 作業週間頑張りました！ 
中学部は、２月 19 日（水）～21 日（金）の３日間を作業週間として過ごしました。作業週間では、

午前も午後も作業に取り組むことで、じっくりと「働くこと」について考え、学べるようにしていま

す。目標発表会では、自分の目標を発表したり、高等部の先輩からのアドバイスを聞いたりして緊張

した様子でしたが、実際に作業週間が始まると、自分の役割を果たしたり、一定時間作業に取り組ん

だりして、自分の目標達成を目指すために真剣に取り組む姿が見られました。販売会ではたくさんの

お客様が来られ、自分たちが作った製品が売れていく様子に嬉しさがこみあげていました。報告会で

は、自分の目標が達成できたかどうか、成果や課題、今後の目標の発表をし、互いの頑張りを労い合

いました。今回の作業週間を通してもつことができた「働くこと」のイメージを大切にし、高等部で

の実習や就労に向けて、自信をつけていってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜工芸班＞ ＜園芸班＞ 

スモールステップの子どもですが、 

スモールステップの質を高めたいです。 

子どもだけでなく親も目標をもち、子

どもの進路について考えていく必要が

あるのではないかと思いました。 
子どもを一人の自立した人格として

扱う重要性を改めて感じました。 

本人が「できない」「やらない」と決め

つけていることに対して、どうすればで

きるようになるかを考え、「自分もでき

る」という自信につなげたいです。 


